
導入事例 株式会社ロフト

RPA推進チーム2名体制で月間3,650時間を創出。情報システム
部との連携で体制を整え「全員がRPAを使える未来」を目指す

（左から）高橋 玲子 氏、杉本 陽一 氏、石川 翔 氏
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CORPORATE PROFILE
社　名

事業内容

ウェブサイト

株式会社ロフト

雑貨専門小売事業

https://www.loft.co.jp

　生活雑貨を全国に展開する専門店「LOFT（ロフト）」を運営する株式会社ロフト。1987年に
創業し、1996年8月に分社化、2020年2月時点で直営105店舗、フランチャイズ19店舗を展開。
従業員は店舗スタッフを含め5,000名超に及ぶ。そんな同社では、本部の管理系業務にかかる
事務作業の負担軽減を目的に2016年9月、管理本部内に事務サポート部を設立した。さらに
2018年からは事務サポート部の事務作業にかかる負担軽減の手法の一つとして、RPA（ロボ
ティック・プロセス・オートメーション）の導入を検討。その結果、処理実行スピードとBizRobo!
パートナーであるヴィンクス社による充実したサポートが決め手となり、BizRobo!を採用した。
2019年からはRPA推進チームとして専任スタッフを迎え、ロボット開発の対象業務を他部門に
も拡大。現在、全社で187体のロボットが稼働し、BizRobo!による業務削減効果は月間3,650時
間にも及ぶ。2019年には2人目の専任スタッフが加わり、他部門との連携を行いながらより強固
なロボット管理・運用体制を整備している。

- 話を伺った方 -
管理本部事務サポート部 部長　杉本 陽一 氏
管理本部事務サポート部 RPA推進チーム　石川 翔 氏
管理本部事務サポート部 RPA推進チーム　高橋 玲子 氏

Highlight

ライセンス管理やアプリケーションのID管理等で
情報システム部と緊密な連携も重要

“覚悟”を持って専任担当を置き、パートナーのサポートを
活用することがRPA導入成功の鍵

請求書処理業務や売上分析に必要なデータ抽出業務を
RPA化、全社で月間3,650時間の削減効果を創出

Basic



月間最大1,000件に及ぶ請求書処理の効率化に
RPA導入を検討

導入背景

導入事例 株式会社ロフト

BizRobo!導入の決め手は「安定性」「処理実行スピード」
「充実したサポート体制」

　　　 を
選んだ理由

Basic

IT投資が難しい管理系業務でも、
RPAならスモールスタートが可能

 2016年9月、店舗へのフォロー強化
を目的に、本部の事務作業効率化を図
り立ち上がった事務サポート部。ここ
では、各種マニュアルの作成や請求書
処理などの本部の事務作業を集約して

担っている。発足当初は「手書き管理
だった書類をExcelファイルにする」 
「Excelマクロで処理する」といっ
た、新たな投資を必要としない省力化
に取り組んだ。しかし、いずれも人力
での入力作業が必要で「入力作業に時
間がかかる」「入力時に間違いやす
い」といった課題があった。

 そんな中、事務サポート部部長・杉
本陽一氏は2018年、あるIT展示会の
BizRobo!パートナーであるヴィンク
ス社のコーナーでRPAのさまざま機能
について知り、事務サポート部の主要
業務である請求書処理に活用できると
考えた。当該作業は月間最大1,000件
に及んでいた。
 同社には情報システム部が置かれて
いるが、管理系業務に対するIT投資に
承認を得ることは容易ではない。そう
した状況下でもRPAならば、スモール
スタートができると考え、導入を検
討。2018年4月、PoC（プルーフ・オ
ブ・コンセプト）としてRPAのトライ
アル検証を開始した。

PoCからヴィンクス社による月２回の
サポートミーティングを実施

　トライアルではBizRobo!を含む3社
製品を比較検証した。実際に仕入処理
の際に発生する「リベート（割戻）処
理」について、リベートを基幹システ
ムへ入力する業務を3製品それぞれ
500件ずつ行い、性能や使い勝手を比
較した。評価項目は「ロボットの作成
のしやすさ」「マニュアルのわかりや
すさ」「コミュニティの充実」「サ
ポート体制」「自社システムとの親和
性」「実行時のスピード」「導入実
績」。いずれにおいてもBizRobo!は

優良な成果を出した。特に処理にミス
が少なく、実行スピードも他社製品よ
り1件あたり約10秒速いなど、性能の
高さが際立った。こうして2018年9
月、BizRobo!本格導入の社内決裁を
得た。
　なかでも導入の決め手となったの
は、ヴィンクス社による充実したサ
ポートだ。PoC開始当初から担当者が
来社、月２回・４時間のサポートミー
ティングを行った。ミーティングでは
実際にロボット開発をハンズオンで行
いながら、BizRobo!活用に関わる
様々な相談にその場で担当者が応え
る。杉本氏は「一緒に開発を行えたこ

と」「いつも的確に疑問点に答えてく
れたこと」が何より心強かったと振り
返る。本導入後もサポートミーティン
グは月１回ペースで継続している。

杉本 陽一 氏

杉本 陽一 氏
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情報システム部とも連携し
BizRobo!運用体制を整備

　2020年7月時点でのBizRobo!稼働数
は187体、削減効果は月間3,650時間分
に達する。特に複数の部門が日々行っ
ている売上分析などのデータを出す業
務をRPA推進チームに集約したとこ
ろ、各部門で80〜99％の時間削減効果
を生んだ。扱うデータは用途や部門に
より異なり、その量も膨大な上、デー
タやファイル形式が特殊で属人化しや
すい業務だった。しかし、どの部門に
おいても「データを抽出し、フォーマッ
トにまとめる」という点において同様
の業務であるため、同じロボットを
ベースに編集するだけで対応できる。
結果、大きな効果が生まれた。

　また、BizRobo!導入の効果は時間削減
のみでなく、事務作業におけるミス抑制
も大きいと杉本氏は話す。経験を積ん
だスタッフを配置してもミスをゼロにす
ることは不可能だったが、BizRobo!では
ログ管理でミスの原因を後追いできる
ため、限りなくミスをゼロに近いところ
まで抑制できるようになった。
　現在は石川氏・高橋氏の両名による
RPA推進チームが現場部門からの依頼

受付、ロボット開発・保守を担当。ま
た、情報システム部ともライセンス管
理・実行PC手配・アプリケーション
のID管理等で連携する。社内では「こ
れはRPAでやろう」「新規ビジネスで
はRPAで対応しよう」という動きが活
発化しており、将来的には全社的運用
によって、システム運用・保守にかか
るコスト削減にもつながると期待して
いる。

導入事例 株式会社ロフト

情報入力・抽出をRPA化、人手によるミスを無くし
スピードも向上

対象業務

売上分析に必要なデータ抽出業務のRPA化で
各部門80%以上の時間削減効果を創出

導入効果

Basic

他部門からの要望を受け
RPA推進チームを発足

　導入からしばらくは対象業務を事務
サポート部内に限定し、杉本氏がロ
ボット開発・運用を担当。当初1年間
だけでも年間6,000〜7,000時間の削
減効果を創出した。
　特に効果が大きかったのが、請求書
処理業務だ。これまでは取引先から送
付された紙の請求書を既存の会計シス
テムへ手入力し決裁していたが、現在
はAI-OCR・Excelマクロ・BizRobo!
を組み合わせ、情報取得・入力を自動

化。担当者は基幹システムへの入力前
に支払日・貸借金額等の誤りをExcel
上で確認するのみになった。これによ
り入力のミスが大幅に抑制され、処理
スピードも向上。さらに、決済時の確
認項目がシンプルになり、誰でも当該
業務を行えるようになった。
　こうした成果を社内メールや役員前
プレゼンでPRしたところ、他部門か
らもRPA化の要望が挙がるようにな
り、2019年9月、石川翔氏を専任ス
タ ッ フ と し て 事 務 サ ポ ー ト 部 内 に
「RPA推進チーム」を発足。全社的な
R P A 活 用 に よ る 効 率 化 を 進 め た 。

2020年にはロボット活用の拡大を受
け、2人目の専任スタッフに高橋玲子
氏をチームに迎えた。
　各部門からRPA化の相談を受けた
際、石川氏はExcel等の代替手段がな
い業務やRPAのほうがシンプルかつ迅
速に対応できる作業をロボット開発の
対象にしている。特にRPA化で全社的
に効果を生んでいるのは、データ抽出
系の業務だ。また、本来システムで対
応すべき業務は、ロボットを開発し、
並行して情報システム部でのシステム
整備を進めるようにしている。

（左から）高橋 玲子 氏、石川 翔 氏
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導入事例 株式会社ロフト

社内のITリテラシー底上げにも取り組み、
全員がRPAを使いこなせる体制を目指す

今後に
ついて

“覚悟”を持って専任担当を置き、
パートナーのサポートを活用することがRPA導入成功の鍵

現場の声

Basic

デジタル化によりPCで完結する業務
が増えればRPAの出番が増加する

事務サポート部では全社のITリテラ
シー底上げを目指し、2020年2月に外
部講師を招いたExcel VBAの社内研修会
を開催。今後も研修会や勉強会を予定
しており、さらにRPAの基礎研修実施
も視野に入れている。ゆくゆくは、現
在2名の専任チームが担っているロボッ
ト開発・運用を、各部門で行える体制
を整えることが理想だ。またRPA推進

チーム内でも、高橋氏を中心に、互い
が作成したロボットを把握し、引継ぎ
もスムーズに行えるような管理体制を
整えている。
　2020年はコロナ禍でテレワークが
急速に拡大した。同社においても伝票
レス・ペーパーレスの意識が進み、事
務サポート部では契約書の受取・発行
を電子化するシステムも導入した。杉
本氏は今後、企業が生き残るにはデジ
タル化が欠かせず、それによってパソ
コン上で完結できる業務が増えればさ

らにRPAの出番が増え、社内のルー
ル・仕組みもRPAを前提としたものに
変わっていくと考えている。杉本氏は
「RPAを全員が思い通りに使いこなせ
るようになれば本部は店舗サポートに
注力でき、その結果店舗はお客様へよ
り質の高いサービスを提供できる好循
環が生まれる」とした上で「システム
や全てを内包した新たなソリューショ
ンによって属人化した仕事がなくなる
未来への“つなぎ”の役割として重要な
のがRPAだ」と話した。

開発者は何度でもチャレンジできる
好奇心を大切に

　「当社でRPA活用が進んだのは、専
任担当者を置いたことが大きいと思い
ます。また、RPAはまだ新しい仕組み
なのです。そのためExcelなどの他の
ソリューションに比べ、情報が少ない
ので、必ずPoCで複数製品を比較検証
することと、パートナーとのサポート
契約は必須。また、ロボット開発者の
ためのツールなどの環境整備や情報シ
ステム部との緊密な連携も重要です。
過度な期待をせず“覚悟”を持つこと
が、導入成功の鍵ではないでしょう
か」（杉本氏）

　「RPAはコードを覚えなくてもロ
ボット開発できる点が優れています。
BizRobo!はブロックを組み合わせる
のみなので、業務の構想を聞いてテス
トする際もクイックに行え、本格稼働
への切り替えもより楽で便利に行えま
した」（石川氏）
　「BizRobo!は、教材やコミュニ
ティが充実しているので、リモート作
業でもオンライン上からわからないこ
とを調べられ、不自由がありませんで
した。ロボットは何通りもの作り方が
あり、人によって千差万別です。これ
といった正解がないのは逆に面白く、
たとえ作り方の手順を間違えたとして
も手直しはできます。スキルや知識以

上に、何度でもチャレンジしていくこ
とを下支えする好奇心が、私たち開発
者には求められていると思います」
（高橋氏）

高橋 玲子 氏
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


